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沖縄における音楽療法プログラムの歴史的研究
－－障がい・福祉・教育現場における音楽療法への興味と関心の広がり－－

　沖縄県における音楽療法元年は、1983 年の国立療養所琉球精神病院における石田芳子医師
を中心とする音楽療法プログラムであった。1980 年代は、日本中で医師を中心とする音楽療
法の実践が盛んになり音楽療法の科学的検証に裏づけされた音楽の効用が求められ始めてい
た。沖縄県内では、精神科病院のみではなく、障がい者に関わる人たちにも音楽療法に対する
関心は高まっていた。

　1986 年 ( 昭和 61 年 )、2 月 23 日と 24 日と 25 日の三日間、「障害者の文化活動を伸ばす会」
沖縄たんぽぽの会は全国を回って「療育音楽」を実践している赤星建彦を沖縄に初めて招待し
た。「療育音楽」とは赤星建彦が自らの音楽療法に名づけたもので、主に脳性麻痺や筋ジスト
ロフィー、知的障がいや精神障がいの人たちにその効果が顕著であると言われている。赤星は

「財団法人　東京ミュージック・ボランティア協会」を 1977 年 4 月に発足以来全国各地で普
及活動を始め、1980 年より「療育音楽」指導者養成講習会を実施していた。沖縄はその最後
の地であった。
　この第一回目の講習会は、当時「障害者の文化活動を伸ばす会」沖縄たんぽぽの会会長であっ
た金城順亮が校長をしていた県立鏡が丘養護学校体育館で実施された。講師は、東京ミュージッ
ク・ボランティアから赤星建彦と山中多賀子、そして音楽療法と脳や医療との関係を理論面か
ら講義した当時羽生病院副医院長の天願勇 ( 現総合医療センター・クリニック宜野湾院長 ) で
あった。
　23 日は、赤星と山中による「療育音楽の基礎理念」と「指導のための基本方針」等、そし
て天願による「療育音楽と医療との関係」が講義され、24 日には、赤星の「人間とリズムに
ついて」と天願の「手と脳について」が講義され、引き続き、養護学校の生徒を交えての実技
トレーニングとリズムトレーニングが実施された。講習会には約 200 名の関係者が参加した。
　25 日には、国立療養所琉球精神病院南Ⅰ病棟で実施されていた音楽療法の視察とともに赤
星と中山による施設関係職員を対象とした実技指導が行われた。歌謡曲やリズム運動を中心と
するプログラムが公開された。その時の病棟で音楽療法を実践していたのは、石田芳子医師、

琉球大学教育学部音楽教育教室　　　
シャイヤステ　榮子

沖縄初の音楽療法指導者講習会：「療育音楽」
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島袋安行心理士、そして琉球大学講師の瀬名波榮子であった。
　赤星の「療育音楽」は、この 1986 年の沖縄訪問以来、不定期に沖縄で指導者養成講習会を
開催している。1998 年 11 月には天願が理事長をしていたハートライフ病院で指導者養成研
修会を、そして「療育音楽」のクライアントを中心にコンサート「みんなの音楽会」を中城村
の吉の浦会館で実施している。研修会と音楽会は沖縄県南部にある玉城村 ( 現南城市 ) にある
身体障害者療養施設仁愛園が主催したものであった。
　翌年 (1999 年 )12 月 4 日には、玉城村の玉城少年自然の家で、沖縄県内の老人ホームや授
産施設など 12 団体が参加し「みんなの音楽会」を開催し、歌や踊りを通して交流をした。赤
星は、「歌うことにより呼吸器の機能強化や身振りや手振りをとおして体力を維持し、楽しみ
ながら参加する事で、部屋に閉じこもりがちなお年寄りや障害者の生活の質の向上のも繋がる」
と意義を話している。更に、「カチャーシーや沖縄独特のリズムなど、沖縄には音楽療法に馴
染みやすい環境がある」と指摘し、音楽会は「ちんぬくじゅうしい」や「てぃんさぐの花」な
どの沖縄の歌を多く取り上げたプログラムを中心に展開した。
　2001 年 11 月 10 日には、10 回目の「みんなの音楽会」を開催している。「療育音楽」
をリハビリに取り入れている高齢者施設と身体障がい者療護施設 13 団体約 350 人が出演する

「みんなの音楽会」は西原町中央公民館で開催された。
　「みんなの音楽会」は、各施設で実施している日々の「療育音楽」プログラムの成果を年に
一度披露する場であると同時に、「療育音楽」を実施している施設の交流会であるといえる。
2011 年 11 月には 20 回目を迎え、2015 年は 24 回目の「みんなの音楽会」となった。
　「療育音楽」では、継続して指導者養成研修会を開講している。1991 年以来、基礎コースと
専門コースを終了することによって財団法人東京ミュージック・ボランティア協会認定療育音
楽療法士の資格認定をしている。2004 年時点では県内の資格保持者は約 10 名となった。
　赤星の「療育音楽」は、要介護状態にある高齢者のストレス解消と安らぎの増進に繋がる
ということから全国的に広く実践されている。1999 年、JBS 日本福祉放送は厚生労働省の受
託を受け通信衛星放送 (CS) で「シルバーチャンネルアワー」を制作し、週 4 回の「療育音楽」
放映を始めた。浦添市の介護老人保健施設「アルカディア」では 2001 年 6 月からそのテレビ
プログラムを取り入れた。利用者はテレビに登場する音楽療法士の指導に合わせて歌を唄った
り、運動したり、打楽器を演奏しながら音楽を楽しんだ。沖縄県内では、「アルカディア」以
外に、「浅茅の里」や「朝日の家」、そして「転生園」や「はまじんちょうの里」や「沖縄愛楽園」
などの 5 施設が「療育音楽」のテレビプログラムを活用していた。
　赤星の「療育音楽」に感銘し、学生時代からボランティアとして東京ミュージック・ボラ
ンティアに関わり、卒業後も赤星の下に職を求めた沖縄出身の若者がいた。高良幸人である。
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　1969 年生まれの高良は、昭和音楽大学でホルンと音楽療法を学んだ。在学中にダウン症の
子どもにピアノを指導した事がきっかけで音楽療法に興味を持ち始めたが、あるイベントで筋
ジストロフィーの方が音楽に合わせて車椅子から跳び上がったのを見て音楽の力を確信した
と言う。高良が沖縄に引き揚げてくるまで、赤星の東京ミュージック・ボランティア療育音楽
等に関わった理由がその体験であった。
　高良は那覇市山下町に音楽療法教室を開設した。ダウン症や知的障がいのある子どもの個人
音楽療法と同時に授産施設へ出かけて行く出前の音楽療法プログラムを始動した。音楽療法の
実践がまだまだ広く知られていない沖縄で、障がいのある子どものピアノの個人レッスンを受
け入れてくれる音楽教師は存在しなかった。その様な中で、高良は個人レッスンを通して音楽
療法を施していった。この様な情報は、障がいを持つ子ども達の親から親へと情報が伝わり、
徐々に個人療法の受講生は増えていった。
　更に、高良に活動を知ることで 1995 年には、西原町にある障がいを持つ子どもたちの親た
ちが経営する福祉の店「えぷろん」から音楽療法プログラムの依頼があった。この授産施設は、
障がいのある子ども達が家族や友達とともに地域社会で歩んでいけるようにとの願いを込めて
親の会によって開設されたのであった。高良は、毎月２回のプログラムを用意した。2 年半後
の 1997 年には、西原町だけではなく、糸満市や石川市からも障がい児が通ってくるようにな
り約 40 名が高良の集団音楽療法に参加するようになった。その頃になると障がいのある子ど
も達だけではなく不登校の子どもも参加するようになっていた。また、高良は障がい者と地域
の人びとや若者たちとの交流の大切さを重視し、高良が講師を勤めている大庭学園沖縄福祉保
育専門学校の学生たちも交えて交流を奨励した。
　1995 年には音楽療法の普及を目的とする「クラブ EKO おきなわ」を結成した。佐敷町の当
時沖縄県厚生年金休暇センターで第一回目の音楽療法ワークショップを実施した。1999 年
7 月10日と11日の両日には自閉症などの障がいを持つ人を対象に、音楽を通したコミュニケー
ション方法を考える 2 回目の勉強会「音楽療法ワークショップ・気楽に福祉を進歩ジウム」と
題して「クラブ EKO おきなわ」主催で実施した。参加者約 130 人であった。この 2 回目のワー
クショップには、スウェーデン在住の音楽療法士・大滝昌之を招きシンポジュウムを開催した。
音楽療法の取り組みを広く紹介することを目的とした。参加者は「持っているものを引き出す」
音楽の活用方法について学んだ。大滝は「音楽療法は機能回復の方法として、スウェーデンや
アメリカなどを中心に行われている。「治療ではなく、持っている能力を生かすこと」と言い、
音楽は音楽を楽しみながら社会参加を促し、次第に自分の位置づけに気づかせてくれるという。
　1998 年には、高良は個人経営の音楽療法活動から、那覇市田原にある「いらはクリニック」
に勤務し、クリニックの高齢者ディサービスで音楽療法プログラムを担当するようになった。

「いらはクリニック」では、方言を取り入れた歌唱を歌ったり、カラオケを活用したりしなが
ら高齢者の身体の機能維持と回復に音楽療法を使用した。

音楽療法家：高良幸人
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　「ふるさと」や「うさぎとかめ」の方言の替え歌を高齢の利用者と一緒に楽しみ、出身地の
方言を取り入れることで、「認知症やうつ傾向の利用者が『昔はこんなだったよー』と話し始
める回想法という療法の一つで、その時点では認知症も止まっている。」「声も出てきて言語療
法にもなる。」「話をすることで、精神面にもいい影響をあたえる。」「肺活量も増えるし、手拍子、
カチャーシーは身体機能の回復にも役立つ。」とその効用を説明した。
　7 月には、勤務する「いらはクリニック」に聴覚障害の子供たちを招いて機能回復を図る「音
楽療法」をテーマにしたワークショップを開いている。軽度から重度の聴覚障害のある 11 歳
までの 10 名が音楽療法を受けた。高良の打つ太鼓のリズムに合わせて子供たちも太鼓を打つ。
声は聞こえなくても、太鼓のリズムを骨と肌を通して「振動」で感じて体を動かす。太鼓だけ
ではなく、色々な音で遊びながら体を動かすのが高良のプログラムの特徴であった。子ども達
が沖縄のエイサーを踊った時には、生き生きとした表情を見せ達成感に満ちていたと母親達は
語っている。
　いらはクリニックに採用された後も、高良は今まで引き受けてきた音楽療法のプログラムを辞
めることはなかった。それどころか高良の音楽療法プログラムへの依頼も減ることはなかった。
　浦添市前田の社会就労センター「わかたけ」は知的障がいや重複障がいの人たちの入所施設
で約 40 名がプログラムに参加した。「わかたけ」では 1997 年 10 月から週一回始めた。大
太鼓などの打楽器やキーボードを使って合奏や歌を思いっきり歌い、高良の音楽に合わせての
呼びかけを通して、参加者の表情は生き生きとしてきた。施設長の村田涼子は「障がいを持つ
彼らは、ストレスの発散が難しい。その意味でもこの音楽療法は重要な役割を果たしている。
仕事への意欲もみられるようになった」と高良のプログラムの成果を評価している。
　1999 年には、西原町与那城の社会福祉センター内にある「はばたき共同作業所」で音楽療
法プログラムを月 2、3 回指導している。はばたき共同作業所は 14 名の知的障がい者が利用
する作業所で、高良は西原町の K 短期大学の学生ボランティアとともに音楽療法を実践した。
学生ボランティアとの音楽療法は利用者に活力を与え作業中の会話も増え、療法で覚えた曲を
口ずさみながら仕事をする様子も見られるようになったということである。
　専任の医療施設での勤務と勤務外の仕事を抱えながらも、高良は地方新聞である「沖縄タイ
ムス」に 1999 年 7 月から 12 月までの半年間、「唐獅子」の執筆者として登場する。高良は
老人デイケア、音楽療法、その他の施設での福祉の話題を執筆している。その豊かな話題は高
良の今までの障がい児や障がい者との関わりや社会福祉や障害児教育の世界に音楽療法士とし
て関わってきたという豊かな経験を物語る内容となっている。
　高良は、「いらはクリニック」を辞め、2003 年児童デイセンター「アンカリヨン」を開
設する。民間で初めて県の委託を受けた児童ディサービス施設である。音楽だけではなく、
様々な芸術活動を通して発達に遅れのある子供たちの可能性を引き出す事を目指しての再出
発であった。
　高良は、沖縄に帰省以来関わってきた子供たちや施設での音楽療法をアンカリヨンのプログ
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ラムに統合していった。アンカリヨンでは、個別指導を中心に据え、音楽療法的活動や遊戯療
法的活動で子ども一人ひとりの障害や個性に合わせた個人レッスンに重きを置いた。「音楽療
法的」とか「遊戯療法的」と表現しているのは「音楽療法」や「遊戯療法」という定義の枠に
囚われることなく、子どもが必要とする音楽や遊びを中心とする療法を提供したいという高良
の療法哲学から導かれた結果であった。
　歌をうたったり、ピアノを弾いたり、打楽器を演奏する以外にも、台紙に草花を散りばめ
たり、白い布に水彩絵具で模様をつけたりなど、障害のある子供たちの残存能力を刺激し五感
を刺激して、子どもの可能性を広げ自信をつけさせ、自らの要求を積極的に主張できる子ども
に成長することを目標にしている。高良は、2005 年には、アンカリヨンの 2 週年記念事業と
して、子供たち 60 名とお年寄り 15 名の作品を集めたアート展も開催した。
　施設への出張療法は拡大の一途である。沖縄市障がい児ディサービス事業所つくし園では、
2006 年より月一回の音楽療法プログラムを始めた。高良の子供一人一人と向き合い、その日
の心理状態に合う遊びを取り入れてた訓練とは違った型にはまらない音楽療法的且つ遊戯療法
的なプログラムが、子供たちの自然な発達促進を促していると宮城千賀子所長は評価している。
　重度身障児が通う鏡が丘養護学校浦添分校「いきいき」では、アンカリヨンのスタッフ 3 名
で車椅子に寝たきりの体を音楽に合わせて楽器で刺激する子ども達参加型のコンサートを実施
している。重度で表情をあまり変えることのない子供たちが笑顔を見せたり笑ったり、びっく
りしたりしながら、感情を表した。音楽が感情表現を促していく様子に分校の教員らも歓声を
あげた。1997 年に始まったコンサートは 2003 年には６回目となった。
　名護市にある北部心身障害児者親の会は、心身に障がいのある人とない人が相互理解を深め
る機会を作ろうとチャレンジフェスティバルを高良のプロデュースで開催した。舞台発表のプ
ログラムは、音楽やリズムに合わせて、心や体の調和を図る音楽療法を取り入れ、琉球舞踊や
エイサーなどの舞台発表だけではなく、会場全体で歌を歌い、楽器を鳴らし、踊って一つのリ
ズムを作り上げた。
　糸満市にある障がいを抱える就学前の子どもと親が通園する母子通園施設「エンゼル」でも
音楽療法プログラムを担当している。福祉作業所「つばさ」でも、地域の人たちに見に来ても
らい、「ふれあいを深めたい」を目的に音楽療法プログラムを実施している。
　この様に、高良幸人の音楽療法は、障がいのある子どもの必要に合わせた個別指導をし、そ
の子どもたちを地域へと広げて、障がいのある子どもを社会から孤立させない。その信念は、
障がいのある人たちの親の会から依頼を受けて音楽療法を実施している場合も同じである。高
良自身が主宰する「EKO おきなわ」は　障害のある人もない人も一緒にボランティア活動をし
ている。高良は毎週土曜日にラジオ番組でも音楽療法の発信を続けている。
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　1970 年代から沖縄での音楽療法を普及してきた赤星建彦の「療育音楽」や様々な音楽療法
に触れ、帰省後、親の会や施設の依頼を受け、広く音楽療法を実践し、独自の音楽療法的・芸
術療法的療法へとたどりついた高良幸人の実践を見聞きし、ワークショップに参加した多くの
福祉や教育関係者が、各々の障がい領域に合った音楽療法の模索を始めた。

《特別支援学校の教員の取り組み：ミュージック・ケア研究会の発足》
　1980 年代から、県内の養護学校教諭が石川県にある宮本啓子が主宰している音楽療法の研
修に参加していた。言葉による指示が上手く伝わらない重度の知的障害児や視覚障がいの児童
や知的障がいを伴う重複障害児の教育をしている養護学校の教諭たちが音楽を通して何か方法
がないかとの想いから研修へ出かけて行ったのである。その音楽療法は、加賀谷式音楽療法と
言われ、加賀谷哲郎の弟子であった宮本啓子が加賀谷のメソッドをまとめ「ミュージック・ケア」
として体系化したのである。
　沖縄県からは、元養護学校教諭の阿波連慶子と仲嶺京子が地道な活動を続けていた。
2004 年に沖縄県で初めてのミュージック・ケア研修会を開催し、2005 年には宮本啓子を講
師として招き 5 日間の研修で加賀谷式音楽療法の技術と理論を学んだ。そして、ついに 2006
年 2 月に養護学校教諭と音楽関係者ら 25 名が会員となり「ミュージック・ケアおきなわ研究会」
を発足した。同年 4 月 23 日には研究会の発足記念として日本ミュージック・ケア協会会長宮
本啓子が直接指導をした一日体験セミナーが那覇市で開かれた。養護学校や福祉関係の人々約
100 名が受講した。協会では、その年の 7 月と９月には初級研修を計画しミュージック・ケア
の指導者養成を始めている。

《森川養護学校：難病と闘う生徒の為に》
　西原町にある病弱児の為の森川養護学校では、筋ジストロフィーや難病と闘う生徒によ
る「オリジナルコンサート」を校内で 1996 年より開催している。高等部の生徒らが感性豊か
な思いを綴った歌詞にコンピューターで曲をつけて仕上げた曲を家族や友人たちの前で発表す
る。このコンサートは音楽療法の一環として毎年開かれている。
　コンサートのために、一学期から作詞作曲し伴奏や歌の練習に取り組んでいる。このオリジ
ナルコンサートの経験を通して、卒業後もバンドを結成し毎年演奏活動を展開している卒業生
たちもいる。

《親の会が求める音楽療法の広がり》
　2000 年は、障がいのある我が子の成長を助ける方法を模索していた親たちが音楽療法にで
あった年と言える。3 月には、全国難聴児を持つ親の会の代表者研修会が名護市で開かれた。
沖縄では初めての開催であった。「うまんちゅで築こう　ゆいまーるの心」を大会テーマとし
地域報告会や講演会が行われ、県外 60 名を含む約 100 名が出席した。浜松市でピアノを取り
入れた聴能訓練をしている言語療法士が、聴覚障がいを持つ我が子に音楽で言語指導をしたプ
ログラムを紹介している。

様々な音楽療法の模索
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　12 月には、知的障がい児を持つ親の会の「第 49 回全日本手をつなぐ育成会」の全国大会に
国吉シズ子が参加した。国吉は大会で音楽療法についての公演を初めて聴き音楽療法の輪が沖
縄県でもぜひ広まって欲しいと語っている。
　2000 年 8 月には、障害児の療育・育成・自立支援を目指す会「ドレミサークル」が結成され、
音楽に合わせて子どもたちとリズムをとったり、歌をうたったりするボランティアを募集して
いる。音楽を使ったゲームを楽しみながら、音感を育て、指先の訓練やコミュニケーションを
図ることを目的にしている。その会の代表者高良富美子は「得意も不得意も含め子どもの個性
を音楽が引き出し発達を助ける」と効果を話した。発達段階に応じて子どもにどうかかわれば
いいか、サークルは親同士の情報交換の場にもなっている。親子 55 名が参加するサークルで
は年２回の発表会を開いている。

《精神障がい者の為の音楽療法としてのコンサート》
　精神科の病院では、院内で開催される音楽コンサートを音楽療法の一環として積極的に取り
入れるようになった。
　1990 年 5 月、うるま市の医療法人・和泉会では、第一回目の「心の音楽会」開催され、
精神障害の療養者らが三線や楽器演奏や踊りを中心に発表している。
　2001 年 5 月、沖縄市の県精神障害者福祉会連合会が主宰して「うりずんコンサート」が沖
縄市福祉文化プラザで開かれた。病院で退院可能と診断されながら地域に受け皿がないため入
院を続けるざるを得ない精神障がい者らを応援するのがこのコンサートの主旨であった。精神
病院で出前コンサートを行っているフォーク歌手まよなかしんやや県内 5 箇所の精神障がい
者地域生活支援センターなどの利用者でつくるバンドや、病院のディケアで音楽療法としてギ
ターを習う人も出演した。

《言語療法としてのカラオケ》
　1999 年 4 月、言語障がいのある具志川市内在住者 23 名が「言語リハビリカラオケ教室」
を開校した。楚南康範会長は「発声訓練だけでなく、心を癒す音楽療法としても大変な効果が
ある。悩みの苦しみも忘れ、みんなの表情も明るくなった」とその成果を語っている。自分の
想いを家族や社会に対して伝えることが困難な言語障がい者の引きこもり防止にと市社会福祉
協議会の協力で結成したのであった。民謡、学校唱歌、流行歌などを順番に 4 時間程歌い続け
ている。手拍子や一緒に口ずさむなどして会場はなごやかな雰囲気である。今後は、老人ホー
ムへの慰問や発表会も計画しているという。
　

　音楽療法は独立した療法としてだけではなく、病院や老人福祉施設等でのリハビリに従事し
ている理学療法や作業療法の中にも取り込まれるようになった。

他療法領域と融合する音楽療法
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《理学療法との融合》
　2003 年 11 月、沖縄県理学療法士会「鮮やかに生きる」をメインテーマにリハビリテーショ
ン推進交流会が県総合運動講演で開催され音楽療法を念頭に置いたプログラムが実施された。

《老人福祉施設における音楽療法》
　1999 年 10 月、本部町の「もとぶ野毛病院」ではディケアプログラムが開設され音楽療法
プログラムを始めた。胸式呼吸と腹式呼吸の指導で新陳代謝を高め、歌を歌ったり音楽に合わ
せてゲームをしたりカチャーシーを踊ることで表情も明るく音楽療法は利用者の心の糧となっ
ている。
　1999 年 4 月 24 日、佐敷町では、健康維持に音楽や踊りを生かそうと、音楽リハビリ演奏
会が開かれた。音楽に合わせて声を出したり指を動かしたりする事は心身体のリフレッシュに
繋がる。パーランクーやタンバリンを使った踊りや、「安里屋ユンタ」、「ハイサイおじさん」
など参加者の馴染みの曲を中心に演奏会は進行した。2001 年 11 月より、佐敷町では、認知
症老人への地域ぐるみ支援として、「もの忘れ相談員」を軸に地域ぐるみで認知症への理解を
深め、在宅ケアや予防を支援する試みを始めた。そこでも音楽療法を積極的な予防対策として
活用していくことが話し合われ音楽療法士を派遣することを決定している。
　2003 年 10 月、金武町に県指定介護保険通所施設としてディサービスセンター「くばの里」
が開設した。ここでも、機能回復訓練や食事入浴サービスのほか、歌や楽器演奏などで心の癒
しを目的とする音楽療法の実施を始めた。
　

　1998 年 10 月、音楽を通した国際交流を目的とした障害者国際交流ジョイントコンサート
が嘉手納町で開催された。「障害者福祉先進国のデンマークに学ぼう」という趣旨で、デンマー
クのロックバンド「ポップコーン」や県内の障害者施設が参加して行われた。
　「ポップコーン」を指導するブライアン・ローリーは音楽療法家であり、「デンマークの障害
者福祉と音楽活動のこころみ」と題して講演もした。ブライアンは「責任感やコミュニケーショ
ンをとる力を培う」「他人の立場に立って考えることが出来るようになる」と音楽療法の長所
を上げた。1999 年 7 月にはブライアンは糸満市を訪ね、作業所との音楽交流をし、「障害者
を含めた全ての人が可能性を持ち、自分の人生を自分で決める権利がある」と講演会で述べて
いる。
　2008 年 6 月には、元スウェーデン在住の音楽療法士大滝昌之が、社会福祉法人沖縄県社会
福祉協議会・沖縄県老人福祉サービス協議会主催の認知症緩和ケア実践研修会で、「スウェー
デンの福祉理念～なぜ認知症には緩和ケアか～」という題で基調講演をし、「スウェーデンに
学ぶ最新認知症緩和ケアとタクティール」と題しての導入編の実践を指導している。

外国に学ぶ老人のための音楽療法：障害者福祉先進国からの講演
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　具志川市のいずみ病院では 1985 年の開院以来、芸術療法や作業療法の一環として音楽療法
を実施してきた。1995 年に東京で音楽療法士として研鑽を積んできた服部由美が入職したこ
とで院内の音楽療法プログラムを増やしていった。1997 年に日本音楽療法学会の認定音楽療
法士としての資格を取得後、積極的に院外への音楽療法の発信も始めた。2001 年には沖縄市
障害福祉課の依頼を受けて音楽療法の魅力について講話している。2003 年、具志川市では音
楽療法の学習会を、2004 年には、沖縄市で心身障害回復への音楽療法の効果についての勉強
会を学校教員や老人施設職員を対象に約 120 名を集めて開催している。
　いずみ病院院長高江洲義英は、2004 年 3 月、名護市文化協会洋楽部会主催の講演会で

「音楽と精神生活」という題で講演をし、「音楽療法は音楽を用い、心身の障害の改善を図り、
健康の保持・管理をしていく」と音楽療法を定義し、「精神病患者の治療や心身・知的障害者
のケア、高齢者の痴ほうの状況改善に適している」と説いた。また、「人によって特質が違い、
どの技法を使うのか、明確に定めることが必要」で、「日本にこれだけ歌と踊りを共有してい
る地域はない。一人ひとりの治療を考える上で、万人に共通する沖縄の音楽文化は貴重な存在
だ」と力説した。
　10 月には、琉球新報社主催の新報女性サロンで「音楽により心と体のいやし」と題して
高江洲は講演し、いずみ病院の音楽療法の実践を紹介しながら「文化と結びついて音楽を用い
ることで、心身がいやされ、場も和み、健康増進につながり、世代間交流もしやすい」と親し
みやすい音楽を生活に取り入れることを勧めた。音楽療法は、高齢化など社会の変化と精神科
医療法の間口の拡大に伴って、芸術療法の一つとして発達してきたと説明し、「音楽は言葉を
超え、人間の情動に直接働きかける力を持つ」「感性の発散・統合、ひと同士の交流にも役立ち、
乳幼児から高齢者、精神科にとどまらず、すべての診療科での活用が検討されている」と述べ
ている。

　前嵩西末子と平良サヨ子は 1994 年 5 月から始めた老人保健施設での音楽療法プログラム
を実践するためのピアノ教師同好会の仲間たちと勉強会と称して、「沖縄音楽療法研究会」を
1997 年に発足した。前嵩西と平良は、当時全国に先駆けて 1994 年に発足した岐阜県音楽療
法研究所の研修会に参加し音楽療法の知識や方法論を求めた。その研究会の第 1 回音楽療法セ
ミナーに参加し、そこで得た実践と理論を沖縄の研究会の会員らと共有した。
　２人の音楽療法への知識と技術への渇望は研修会への留まらず、岐阜県音楽療法研究所所長
門間陽子を沖縄に招聘することとなる。1997 年 7 月 26 日、沖縄ピアノ同好会主催の「音楽
療法入門編」を那覇市古島の教育福祉会館で、そして翌日 27 日には、沖縄音楽療法研究会主

いずみ病院の音楽療法：外への発信

沖縄音楽療法研究会による音楽療法の啓蒙活動
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催による「音楽療法―専門的な技術を学ぶ―」講習会を宜野湾市の宜野湾セミナーハウスで開
催した。
　翌年、1998 年には、「音楽療法講座」として 6 月から 10 月まで月一回日曜日の５回連続講
座として受講生を募り、講師として、高江洲義英いずみ病院院長、名嘉幸一琉球大学医学部教授、
シャイヤステ榮子琉球大学教育学部助教授、田場盛信民謡研究所主宰を招いた。
　1999 年 11 月 28 日には、再び、門間陽子岐阜県音楽療法研究所長を招いて「音楽療法入
門セミナー・イン・オキナワ ’99」を主催し沖縄コンベンションセンター会議棟で開催した。
全国で音楽療法に取り組む専門家が集い、音楽療法の可能性について討論を深めた。セミナー
は二部形式で行われ、一部では「音楽療法と風土」をテーマとして 4 人の医師らが討論をした。
臨床音楽療法協会会長の松井紀和は「音楽文化には地域のカラーがあり、治療を受ける人によっ
て年代、嗜好によって摩擦が起こる。リズム、メロディーを変えていることで、そのギャップ
を埋めていくことが大切。療法士は音楽の伝統的な構造と機能を知ることが求められている」
と説いた。沖縄の地域性を示すように、セミナーの最後には、パネリストと会場の観客が一緒
になって、「七月エイサー」や「てぃんさぐの花」の歌を口ずさみ踊って音楽療法にかける想
いを共有して幕を下ろした。
　2000 年には、沖縄音楽療法研究会の事務局をいずみ病院内に移した。沖縄音楽療法研究会は、
毎月第２水曜日 19 時 30 分から 21 時の定例会を開き、音楽療法に関する情報や理論・実践の
共有の場として、そして、外へ向けての講習会や研修会を定期的に実施している。2010 年 11
月には、昭和音楽大学准教授であり日本音楽療法学会認定音楽療法士でもある久保田牧子を招
き認知症の為の実践的なワークショップを開催し、医療・福祉関係者ら約 100 名が参加して
いる。
　沖縄県内に在住する日本音楽療法学会認定音楽療法士が沖縄音楽療法研究会会員となり定例
会や講習会の講師として活躍するようになった。いずみ病院医院長の高江洲は 1996 年の全日
本音楽療法連盟第一回目の音楽療法士認定時に、1997 年には服部由美が認定音楽療法士とな
り、その後はいずみ病院だけでも 5 名の認定音楽療法士が専任として働いている。沖縄音楽療
法研究会には前嵩西や平良を含む約 10 名が日本音楽療法学会から資格者として認定された。
研究会では音楽療法資格認定取得へ向けて会員への情報の提供と共に、定例会での実践報告や
日本音楽療法学会での研究発表や口頭発表へ向けての支援もしている。

　沖縄県内の国立琉球大学教育学部では、1999 年 4 月より教育カウンセリングコースを生涯
教育課程に設置した。教育カウンセリングコースは、臨床心理士や学校カウンセラー、運動療
法士、そして音楽療法士の専門家養成を目的として設置された。音楽療法士養成のプログラム
は、心理関係科目を中心として日本音楽療法学会の資格審査に沿った履修内容に設定されて

沖縄県内における音楽療法士の養成：琉球大学教育学部
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いる。
　そのコースの音楽療法系は、音楽療法士認定へ挑戦し病院や社会福祉施設へ就職を希望する
学生や、特別支援学校音楽科教諭として障がいのある子ども達の成長に音楽を通して関わりた
い学生の教育を目的にしている。音楽療法士の認定資格を得たい学生は卒業後 3 年間の実地経
験を経て学会認定試験を受け日本音楽療法学会認定音楽療法士となる。また、特別支援学校教
諭を目指している学生は、同大学特別支援教育専修特別専攻科を受験し一年間で特別支援学校
教諭免許を取得し特別支援学校音楽科教諭となる。教育カウンセリングコースは 2003 年に第
一期生を送り出し、その中の一人は 2007 年に日本音楽療法学会認定音楽療法士の認定を受け
ている。

　最後に、音楽療法を必要とする人たちに音楽療法プログラムを提供する人たちは認定資格の
有無に関わらず増加している。個人のピアノ教室を経営するピアノ教師、民間の病院や福祉施
設での機能回復の一環として音楽療法を取り入れている作業療法士や理学療法士、そして特別
支援学校や特別支援学級の教師たちが音楽療法の知識や技術を求めている事は否定出来ない現
実である。今後も沖縄県内における音楽療法の広がりは止むことはないであろう。
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